
JP 2008-501637 A5 2008.5.29

10

20

30
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   Ｃ０７Ｋ   5/08     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ   5/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  38/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  29/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/18     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/28     (2006.01)
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   Ｃ０７Ｋ   5/10    　　　　
   Ａ６１Ｋ  37/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ  43/00    １１１　
   Ａ６１Ｐ  29/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  31/18    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/28    　　　　
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【手続補正書】
【提出日】平成20年4月14日(2008.4.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
式（Ｉ）：
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【化１】

の構造を有する化合物、もしくはその薬学的に受容可能な塩であって、ここで、
各Ａは、Ｃ＝Ｏ、Ｃ＝ＳおよびＳＯ２から独立に選択されるか、または、Ｚが隣接して存
在するとき、Ａは必要に応じて共有結合であり；
Ｌは存在しないか、もしくはＣ＝Ｏ、Ｃ＝ＳおよびＳＯ２から選択され、好ましくは、Ｌ
が存在しないか、もしくはＣ＝Ｏであり；
Ｍは存在しないか、もしくはＣ１～１２アルキルであり；
Ｑは存在しないか、もしくはＯ、ＮＨおよびＮ－Ｃ１～６アルキルから選択され；
ＸはＯ、ＮＨおよびＮ－Ｃ１～６アルキルから選択され；
Ｙは存在しないか、もしくはＯ、ＮＨ、Ｎ－Ｃ１～６アルキル、Ｓ、ＳＯ、ＳＯ２、ＣＨ
ＯＲ１０およびＣＨＣＯ２Ｒ１０から選択され；
各Ｚは、Ｏ、Ｓ、ＮＨおよびＮ－Ｃ１～６アルキルから独立に選択されるか、または、Ａ
が隣接して存在するとき、Ｚは必要に応じて共有結合であり；
Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３およびＲ４はそれぞれ、Ｃ１～６アルキル、Ｃ１～６ヒドロキシアルキ
ル、Ｃ１～６アルコキシアルキル、アリールおよびＣ１～６アラルキルから独立に選択さ
れ、これらはいずれも、アミド、アミン、カルボン酸（もしくはその塩）、エステル、チ
オール、またはチオエーテルのうちの１つ以上の置換基で、必要に応じて置換され；
Ｒ５はＮ（Ｒ６）ＬＱＲ７であり；
Ｒ６は水素、ＯＨおよびＣ１～６アルキルから選択され；
Ｒ７は水素、Ｃ１～６アルキル、Ｃ１～６アルケニル、Ｃ１～６アルキニル、アリール、
Ｃ１～６アラルキル、ヘテロアリール、Ｃ１～６ヘテロアラルキル、Ｒ８ＺＡＺ－Ｃ１～

８アルキル－、Ｒ１１Ｚ－Ｃ１～８アルキル－、（Ｒ８Ｏ）（Ｒ９Ｏ）Ｐ（＝Ｏ）Ｏ－Ｃ

１～８アルキル－ＺＡＺ－Ｃ１～８アルキル－、Ｒ８ＺＡＺ－Ｃ１～８アルキル－ＺＡＺ
－Ｃ１～８アルキル－（好ましくは、Ｒ８ＺＡ－Ｃ１～８アルキル－ＺＡＺ－Ｃ１～８ア
ルキル－）、ヘテロシクリルＭＺＡＺ－Ｃ１～８アルキル－、（Ｒ８Ｏ）（Ｒ９Ｏ）Ｐ（
＝Ｏ）Ｏ－Ｃ１～８アルキル－、（Ｒ１０）２Ｎ－Ｃ１～１２アルキル－、（Ｒ１０）３

Ｎ＋－Ｃ１～１２アルキル－、ヘテロシクリルＭ－、カルボシクリルＭ－、Ｒ１１ＳＯ２

Ｃ１～８アルキル－、およびＲ１１ＳＯ２ＮＨから選択されるか、または、
Ｒ６およびＲ７は一緒になって、Ｃ１～６アルキル－Ｙ－Ｃ１～６アルキル、Ｃ１～６ア
ルキル－ＺＡＺ－Ｃ１～６アルキル、ＺＡＺ－Ｃ１～６アルキル－ＺＡＺ－Ｃ１～６アル
キル、ＺＡＺ－Ｃ１～６アルキル－ＺＡＺ、もしくはＣ１～６アルキル－Ａであって、そ
れにより環を形成しており；
Ｒ８およびＲ９は、水素、金属カチオン、Ｃ１～６アルキル、Ｃ１～６アルケニル、Ｃ１

～６アルキニル、アリール、ヘテロアリール、Ｃ１～６アラルキル、Ｃ１～６ヘテロアラ
ルキルから独立に選択され、好ましくは、水素、金属カチオンおよびＣ１～６アルキルか
ら選択されるか、または、該Ｒ８およびＲ９は一緒になってＣ１～６アルキルであって、
それにより環を形成しており；
各Ｒ１０は、水素およびＣ１～６アルキルから独立に選択され、好ましくはＣ１～６アル
キルであり；そして
Ｒ１１は、水素、Ｃ１～６アルキル、Ｃ１～６アルケニル、Ｃ１～６アルキニル、カルボ
シクリル、ヘテロシクリル、アリール、ヘテロアリール、Ｃ１～６アラルキル、およびＣ
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１～６ヘテロアラルキルから独立に選択されるが、ただし、
Ｒ６がＨまたはＣＨ３であり、かつＱが存在せず、ＬＲ７は水素、非置換Ｃ１～６アルキ
ルＣ＝Ｏ、鎖状アミノ酸のさらなる鎖、ｔ－ブトキシカルボニル（Ｂｏｃ）、ベンゾイル
（Ｂｚ）、フルオレン－９－イルメトキシカルボニル（Ｆｍｏｃ）、トリフェニルメチル
（トリチル）、ベンジルオキシカルボニル（Ｃｂｚ）、トリクロロエトキシカルボニル（
Ｔｒｏｃ）、置換もしくは非置換アリール、または置換もしくは非置換ヘテロアリールで
なく；そして
順列ＺＡＺのいずれの存在においても、該順列の少なくとも一員が共有結合以外でなけれ
ばならない
化合物、またはその薬学的に受容可能な塩。
【請求項２】
Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３およびＲ４が、Ｃ１～６アルキルおよびＣ１～６アラルキルから独立に
選択される、請求項１に記載の化合物。
【請求項３】
Ｒ１およびＲ３が一緒になってＣ１～６アラルキルであり、かつＲ２およびＲ４が一緒に
なってＣ１～６アルキルである、請求項２に記載の化合物。
【請求項４】
ＸがＯであって、Ｒ１が２－フェニルエチルであり、Ｒ２がイソブチルであり、Ｒ３がフ
ェニルメチルであり、かつＲ４がイソブチルである、請求項３に記載の化合物。
【請求項５】
ＬおよびＱが存在せず、かつＲ６がＣ１～６アルキルである、請求項４に記載の化合物。
【請求項６】
Ｒ７が、Ｃ１～６アルキル、Ｃ１～６アルケニル、Ｃ１～６アルキニル、Ｃ１～６アラル
キル、およびＣ１～６ヘテロアラルキルから選択される、請求項５に記載の化合物。
【請求項７】
Ｒ７がＣ１～６アルキルである、請求項６に記載の化合物。
【請求項８】
Ｒ７がブチルである、請求項７に記載の化合物。
【請求項９】
Ｒ７がＣ１～６アルケニルである、請求項６に記載の化合物。
【請求項１０】
Ｒ７がアリルである、請求項９に記載の化合物。
【請求項１１】
Ｒ７がＣ１～６アルキニルである、請求項６に記載の化合物。
【請求項１２】
Ｒ７がプロパルギルである、請求項１１に記載の化合物。
【請求項１３】
Ｒ７がＣ１～６アラルキルである、請求項６に記載の化合物。
【請求項１４】
Ｒ７がフェニルメチルである、請求項１３に記載の化合物。
【請求項１５】
Ｒ７がＣ１～６ヘテロアラルキルである、請求項６に記載の化合物。
【請求項１６】
Ｒ７が２－ピリジル、３－ピリジルおよび４－ピリジルから選択される、請求項１５に記
載の化合物。
【請求項１７】
Ｑが存在せず、かつ前記ＬがＳＯ２である、請求項４に記載の化合物。
【請求項１８】
Ｒ７がＣ１～６アルキルおよびＣ１～６アラルキルから選択される、請求項１７に記載の
化合物。
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【請求項１９】
Ｒ７がＣ１～６アルキルである、請求項１８に記載の化合物。
【請求項２０】
Ｒ７がメチルである、請求項１９に記載の化合物。
【請求項２１】
Ｒ７がＣ１～６アラルキルである、請求項１８に記載の化合物。
【請求項２２】
Ｒ７がフェニルである、請求項２１に記載の化合物。
【請求項２３】
ＬがＣ＝Ｏである、請求項４に記載の化合物。
【請求項２４】
Ｒ７が水素、Ｃ１～６アルキル、Ｃ１～６アルケニル、Ｃ１～６アルキニル、アリール、
Ｃ１～６アラルキル、ヘテロアリール、Ｃ１～６ヘテロアラルキル、Ｒ８ＺＡ－Ｃ１～８

アルキル－、Ｒ１１Ｚ－Ｃ１～８アルキル－、（Ｒ８Ｏ）（Ｒ９Ｏ）Ｐ（＝Ｏ）Ｏ－Ｃ１

～８アルキル－ＺＡＺ－Ｃ１～８アルキル－、（Ｒ８Ｏ）（Ｒ９Ｏ）Ｐ（＝Ｏ）Ｏ－Ｃ１

～８アルキル－Ｚ－Ｃ１～８アルキル－、Ｒ８ＺＡ－Ｃ１～８アルキル－ＺＡＺ－Ｃ１～

８アルキル－、ヘテロシクリルＭＺＡＺ－Ｃ１～８アルキル－、（Ｒ８Ｏ）（Ｒ９Ｏ）Ｐ
（＝Ｏ）Ｏ－Ｃ１～８アルキル－、（Ｒ１０）２Ｎ－Ｃ１～８アルキル－、（Ｒ１０）３

Ｎ＋－Ｃ１～８アルキル－、ヘテロシクリルＭ－、カルボシクリルＭ－、Ｒ１１ＳＯ２Ｃ

１～８アルキル－、およびＲ１１ＳＯ２ＮＨから選択されるか；または、
Ｒ６およびＲ７が一緒になって、Ｃ１～６アルキル－Ｙ－Ｃ１～６アルキル、Ｃ１～６ア
ルキル－ＺＡ－Ｃ１～６アルキル、Ａ－Ｃ１～６アルキル－ＺＡ－Ｃ１～６アルキル、Ａ
－Ｃ１～６アルキル－Ａ、もしくはＣ１～６アルキル－Ａであって、それにより環を形成
しており；そして
ＺおよびＡのそれぞれの存在が、独立に共有結合以外である、
請求項２３に記載の化合物。
【請求項２５】
Ｑが存在しない、請求項２４に記載の化合物。
【請求項２６】
Ｒ６およびＲ７がＣ１～６アルキルである、請求項２５に記載の化合物。
【請求項２７】
Ｒ７がエチル、イソプロピル、２，２，２－トリフルオロエチル、および２－（メチルス
ルホニル)エチルから選択される、請求項２６に記載の化合物。
【請求項２８】
Ｒ７がＣ１～６アラルキルである、請求項２５に記載の化合物。
【請求項２９】
Ｒ７が２－フェニルエチル、フェニルメチル、（４－メトキシフェニル）メチル、（４－
クロロフェニル）メチル、および（４－フルオロフェニル）メチルから選択される、請求
項２８に記載の化合物。
【請求項３０】
Ｒ６がＣ１～６アルキルであって、前記Ｒ７がアリールである、請求項２５に記載の化合
物。
【請求項３１】
Ｒ７が置換または非置換フェニルである、請求項３０に記載の化合物。
【請求項３２】
Ｑが存在しないかまたはＯであり、かつ前記Ｒ７がカルボシクリルＭ－である、請求項２
４に記載の化合物。
【請求項３３】
前記カルボシクリルが、シクロプロピルまたはシクロヘキシルである、請求項３２に記載
の化合物。
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【請求項３４】
Ｒ７がＲ８ＺＡ－Ｃ１～８アルキル－、Ｒ１１Ｚ－Ｃ１～８アルキル－、（Ｒ８Ｏ）（Ｒ
９Ｏ）Ｐ（＝Ｏ）Ｏ－Ｃ１～８アルキル－ＺＡＺ－Ｃ１～８アルキル－、（Ｒ８Ｏ）（Ｒ
９Ｏ）Ｐ（＝Ｏ）Ｏ－Ｃ１～８アルキル－Ｚ－Ｃ１～８アルキル－、Ｒ８ＺＡ－Ｃ１～８

アルキル－ＺＡＺ－Ｃ１～８アルキル－、ヘテロシクリルＭＺＡＺ－Ｃ１～８アルキル－
、（Ｒ８Ｏ）（Ｒ９Ｏ）Ｐ（＝Ｏ）Ｏ－Ｃ１～８アルキル－から選択され、ＡがＣ＝Ｏで
あって、かつＺがＯまたはＮＨである、請求項２５に記載の化合物。
【請求項３５】
ＺがＯである、請求項３４に記載の化合物。
【請求項３６】
Ｒ７が、ヘテロシクリルＭＺＡＺ－Ｃ１～８アルキル－であって、該ヘテロシクリルが、
オキソジオキソレニルまたはＮ（Ｒ１２）（Ｒ１３）であり、ここで、Ｒ１２およびＲ１

３が一緒になって、Ｃ１～６アルキル－Ｙ－Ｃ１～６アルキルであって、それにより環を
形成している、請求項３５に記載の化合物。
【請求項３７】
Ｒ７が（Ｒ１０）２Ｎ－Ｃ１～８アルキル－および（Ｒ１０）３Ｎ＋（ＣＨ２）ｎ－から
選択され、Ｒ１０がＣ１～６アルキルである、請求項３６に記載の化合物。
【請求項３８】
Ｒ７がヘテロシクリルＭ－であって、該ヘテロシクリル（ｈｅｔｅｒｃｙｃｌｙｌ）がモ
ルホリノ、ピペリジノ、ピペラジノおよびピロリジノから選択される、請求項２５に記載
の化合物。
【請求項３９】
ＱがＯまたはＮＨである、請求項２４に記載の化合物。
【請求項４０】
Ｒ６がＣ１～６アルキルであって、Ｒ７がＣ１～６アルキル、Ｃ１～６アラルキルおよび
Ｃ１～６ヘテロアラルキルから選択される、請求項３９に記載の化合物。
【請求項４１】
Ｒ７がメチル、エチル、イソプロピル、フェニルメチルおよび（４－ピリジル）メチルか
ら選択される、請求項４０に記載の化合物。
【請求項４２】
Ｒ６およびＲ７が一緒になって、Ｃ１～６アルキル－Ｙ－Ｃ１～６アルキル、Ｃ１～６ア
ルキル－ＺＡ－Ｃ１～６アルキルまたはＣ１～６アルキル－Ａであって、それにより環が
形成される、請求項２４に記載の化合物。
【請求項４３】
ＬがＣ＝Ｏであって、ＱおよびＹが存在せず、Ｒ６およびＲ７が一緒になって、Ｃ１～３

アルキル－Ｙ－Ｃ１～３アルキルである、請求項４２に記載の化合物。
【請求項４４】
ＬおよびＱが存在せず、かつ前記Ｒ６およびＲ７が一緒になって、Ｃ１～３アルキル－Ｙ
－Ｃ１～３アルキルである、請求項４２に記載の化合物。
【請求項４５】
ＬがＣ＝Ｏであって、Ｑが存在せず、前記ＹがＮＨおよびＮ－Ｃ１～６アルキルから選択
され、かつ前記Ｒ６およびＲ７が一緒になって、Ｃ１～３アルキル－Ｙ－Ｃ１～３アルキ
ルである、請求項４２に記載の化合物。
【請求項４６】
ＬがＣ＝Ｏであって、Ｙが存在せず、かつＲ６およびＲ７が一緒になって、Ｃ１～３アル
キル－Ｙ－Ｃ１～３アルキルである、請求項４２に記載の化合物。
【請求項４７】
ＬおよびＡがＣ＝Ｏであって、かつＲ６およびＲ７が一緒になって、Ｃ１～２アルキル－
ＺＡ－Ｃ１～２アルキルである、請求項４２に記載の化合物。
【請求項４８】
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ＬおよびＡがＣ＝Ｏであって、かつＲ６およびＲ７が一緒になってＣ２～３アルキル－Ａ
である、請求項４２に記載の化合物。
【請求項４９】
式ＩＩ：
【化２】

の構造を有する化合物、もしくはその薬学的に受容可能な塩であって、ここで、
各Ａは、Ｃ＝Ｏ、Ｃ＝ＳおよびＳＯ２から独立に選択されるか、または、Ｚに隣接して存
在するとき、Ａは必要に応じて共有結合であり；
Ｌは存在しないか、もしくはＣ＝Ｏ、Ｃ＝ＳおよびＳＯ２から選択され；
Ｍは存在しないか、もしくはＣ１～１２アルキルであり；
Ｑは存在しないか、もしくはＯ、ＮＨおよびＮ－Ｃ１～６アルキルから選択され；
ＸはＯ、ＮＨ、およびＮ－Ｃ１～６アルキルから選択され；
Ｙは存在しないか、もしくはＯ、ＮＨ、Ｎ－Ｃ１～６アルキル、Ｓ、ＳＯ、ＳＯ２、ＣＨ
ＯＲ１０およびＣＨＣＯ２Ｒ１０から選択され；
各Ｚは、Ｏ、Ｓ、ＮＨおよびＮ－Ｃ１～６アルキルから独立に選択されるか、または、Ａ
が隣接して存在するとき、Ｚは必要に応じて共有結合であり；
Ｒ２およびＲ４はそれぞれ、Ｃ１～６アルキル、Ｃ１～６ヒドロキシアルキル、Ｃ１～６

アルコキシアルキル、アリールおよびＣ１～６アラルキルから独立に選択され、これらは
いずれも、アミド、アミン、カルボン酸（もしくはその塩）、エステル、チオール、また
はチオエーテルのうちの１つ以上の置換基で、必要に応じて置換され；
Ｒ５はＮ（Ｒ６）ＬＱＲ７であり；
Ｒ６は水素、ＯＨおよびＣ１～６アルキルから選択され；
Ｒ７は水素、Ｃ１～６アルキル、Ｃ１～６アルケニル、Ｃ１～６アルキニル、アリール、
Ｃ１～６アラルキル、ヘテロアリール、Ｃ１～６ヘテロアラルキル、Ｒ８ＺＡＺ－Ｃ１～

８アルキル－、Ｒ１１Ｚ－Ｃ１～８アルキル－、（Ｒ８Ｏ）（Ｒ９Ｏ）Ｐ（＝Ｏ）Ｏ－Ｃ

１～８アルキル－ＺＡＺ－Ｃ１～８アルキル－、Ｒ８ＺＡＺ－Ｃ１～８アルキル－ＺＡＺ
－Ｃ１～８アルキル－、ヘテロシクリルＭＺＡＺ－Ｃ１～８アルキル－、（Ｒ８Ｏ）（Ｒ
９Ｏ）Ｐ（＝Ｏ）Ｏ－Ｃ１～８アルキル－、（Ｒ１０）２Ｎ－Ｃ１～１２アルキル－、（
Ｒ１０）３Ｎ＋－Ｃ１～１２アルキル－、ヘテロシクリルＭ－、カルボシクリルＭ－、Ｒ
１１ＳＯ２Ｃ１～８アルキル－、およびＲ１１ＳＯ２ＮＨから選択されるか；または、
Ｒ６およびＲ７は一緒になって、Ｃ１～６アルキル－Ｙ－Ｃ１～６アルキル、Ｃ１～６ア
ルキル－ＺＡＺ－Ｃ１～６アルキル、ＺＡＺ－Ｃ１～６アルキル－ＺＡＺ－Ｃ１～６アル
キル、ＺＡＺ－Ｃ１～６アルキル－ＺＡＺ、もしくはＣ１～６アルキル－Ａであって；
Ｒ８およびＲ９は、水素、金属カチオン、Ｃ１～６アルキル、Ｃ１～６アルケニル、Ｃ１

～６アルキニル、アリール、ヘテロアリール、Ｃ１～６アラルキルおよびＣ１～６ヘテロ
アラルキルから独立に選択され、好ましくは、水素、金属カチオンおよびＣ１～６アルキ
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ルから選択されるか、または、Ｒ８およびＲ９は一緒になってＣ１～６アルキルであって
、それにより環を形成しており；
各Ｒ１０は、水素およびＣ１～６アルキルから独立に選択され、好ましくはＣ１～６アル
キルであり；そして
Ｒ１１は、水素、Ｃ１～６アルキル、Ｃ１～６アルケニル、Ｃ１～６アルキニル、カルボ
シクリル、ヘテロシクリル、アリール、ヘテロアリール、Ｃ１～６アラルキル、およびＣ

１～６ヘテロアラルキルから独立に選択されるが、ただし、
Ｒ６がＨまたはＣＨ３であり、かつＱは存在しないとき、ＬＲ７は水素、非置換Ｃ１～６

アルキルＣ＝Ｏ、鎖状アミノ酸のさらなる鎖、ｔ－ブトキシカルボニル（Ｂｏｃ）、ベン
ゾイル（Ｂｚ）、フルオレン－９－イルメトキシカルボニル（Ｆｍｏｃ）、トリフェニル
メチル（トリチル）、ベンジルオキシカルボニル（Ｃｂｚ）、トリクロロエトキシカルボ
ニル（Ｔｒｏｃ）、置換もしくは非置換アリール、または置換もしくは非置換ヘテロアリ
ールでなく；そして
順列ＺＡＺのいずれの存在においても、該順列の少なくとも一員が共有結合以外でなけれ
ばならない、
化合物、またはその薬学的に受容可能な塩。
【請求項５０】
式（ＩＩＩ）：
【化３】

の構造を有する化合物、またはその薬学的に受容可能な塩であって、ここで、
ＸはＯ、ＮＨまたはＮ－アルキルであって、好ましくはＯであり；
Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３およびＲ４は、水素および式ＩＶ：
【化４】

の基から独立に選択されるが、ただし、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３およびＲ４のうちの少なくとも
１つは式ＩＶの基であり；
Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７およびＲ８は、Ｃ１～６アルキル、Ｃ１～６ヒドロキシアルキル、Ｃ１

～６アルコキシアルキル、アリール、およびＣ１～６アラルキルから独立に選択され、こ
れらはそれぞれ、アミド、アミン、カルボン酸またはその薬学的に受容可能な塩、カルボ
ン酸エステル、チオールおよびチオエーテルから選択される基で必要に応じて置換され；
Ｒ９は、鎖状アミノ酸のさらなる鎖、水素、Ｃ１～６アシル、保護基、置換もしくは非置
換アリール、または置換もしくは非置換ヘテロアリールであって、ここで置換基には、ハ
ロゲン、カルボニル、ニトロ、ヒドロキシ、アリール、およびＣ１～５アルキルが含まれ
；
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Ｒ１０およびＲ１１は、水素およびＣ１～６アルキルから独立に選択されるか、またはＲ
１０およびＲ１１は一緒になって、３～６員の炭素環式環もしくは複素環式環を形成し；
Ｒ１２およびＲ１３は、水素、金属カチオン、Ｃ１～６アルキルおよびＣ１～６アラルキ
ルから選択されるか、またはＲ１２およびＲ１３は一緒になってＣ１～６アルキルを示し
、それにより環を形成し；そして
Ｌは存在しないか、または－ＣＯ２もしくは－Ｃ（＝Ｓ）Ｏから選択される、
化合物、またはその薬学的に受容可能な塩。
【請求項５１】
請求項１または請求項５０の化合物および薬学的に受容可能なキャリアを含有する、薬学
的組成物。
【請求項５２】
Ｎ末端求核剤ヒドロラーゼを阻害する医薬製造のための請求項１に記載の化合物の使用。
【請求項５３】
炎症の処置のための医薬製造のための請求項１に記載の化合物の使用。
【請求項５４】
ＨＩＶ感染を阻害または軽減する医薬製造のための請求項１に記載の化合物の使用。
【請求項５５】
神経変性疾患の処置のための医薬製造のための請求項１に記載の化合物の使用。
【請求項５６】
筋消耗性疾患の処置のための医薬製造のための請求項１に記載の化合物の使用。
【請求項５７】
癌の処置のための医薬製造のための請求項１に記載の化合物の使用。
【請求項５８】
慢性感染性疾患の処置のための医薬製造のための請求項１に記載の化合物の使用。
【請求項５９】
熱病の処置のための医薬製造のための請求項１に記載の化合物の使用。
【請求項６０】
免疫関連の状態の処置のための医薬製造のための請求項１に記載の化合物の使用。
【請求項６１】
脱神経または神経損傷の処置のための医薬製造のための請求項１に記載の化合物の使用。
【請求項６２】
被験体におけるウィルス遺伝子発現レベルに影響を及ぼすための医薬製造のための請求項
１に記載の化合物の使用。
【請求項６３】
生物体において、プロテアソームにより産生される、種々の抗原性のペプチドを改変する
ための請求項１に記載の化合物の使用。
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